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中国唐代の古墳壁画は、地下を掘りだしてつくった暮

道や墓室の壁面に拙かれている。墓遣の壁而lこは漆l食を

塗って、その上に絵を描いている。なかには、漆喰を塗

らずに土而にじかに絵を描いている例もあるという。 :基

室には、墓道と同じ手法て絵を描t、ている例もあるが、

多〈の場合、墓室は1専を積み上げてつくっており、場の

表而に漆喰そ塗り、絵をJ苗いている。唐代の古墳壁画で

は、房陵公主、永泰公主、主主懐太子、徒、徳太子な Eの墓

から発見されたものがよく知られている。

隙西省では、こ うした古墳壁匝|の保存について、壁画

而を薄〈争IJき(l!Xって室内に持ち帰り保存する方式をtっ

ている。 70年ほど前から この手法で争IJぎ取 り保存してお

り、現在までにおよそ800点の壁画を保存し、あるいはi呼

物館で展示公開している。 ヨーロッバでも 、フレス コ回

を同様の手法で剥lぎI[Xり、保存してきたが、最近ではこ

の極の保存作業はあまりみられないようである。

隙西省考古研究所では、恵荘太子基(玄宗皇帝の第三

子)の発掘調査と壁画の来IJざ取りを実施 した。 tき11は、

発掘調査中の恵荘太子墓の全景、医12は、墓道内の壁面l

の争IJぎ取り状況を示す。桃ヤニ (桃11交)を水て‘溶いた接

着剤を塗布し、布を張りつけて岡田を補強し、禁IJぎ取る。

この接着剤は水に可j容なので、必要に応じて、一度張り

つけた布を、容易に取りはずすことができる。

古墳の墓道lま、当初から土で:埋めもど している。その

ため、壁画は土中に埋まった状態にあり 、やや混潤な環

図1 発錨中の恵荘太子墓
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境を保っているのが普通である。土中ては光を受ける こ

ともなく、温度も低〈安定しているので、顔料に対して

の保存環境はUしろ良好といえよう 。 しかし、いったん

掘り出され、室内に運ばれた段階から、槌色がはじまり、

顔料が剥落するものもある。

当研究所は、平成 8年度から中国 ・隙西省文物管理

局 ・陳西歴史博物館 ・映西省考古研究所 ・陳西省文物保

護中心 と「中匡|古墳壁画の総合的調査と保存法の開発研

究J (代表者・田中琢)に|対する共同研究をおこ なってい

る。壁画の保存問題は、たんに保存環境の制御というば

かりでなく、保存技術や保存材料そのものの改善改良、

あるいは開発も必要である。

共同研究では、以下のような研究書iij起を とりあげる こ

とにした。すなわち、①光、 とくに紫外錦の顔料に及rf

す影響の究明、紫外線に対する抵抗力の小さ い顔料、逆

に比較的抵抗力がある顔料などの確認をおこなう こと 、

②壁画の下地である漆喰は、長年月の聞に地下水などの

彬響を受けて化学的変化を起こす可能性があり、 化学的

な変化が顔料に及ぼす化学的影響がありえるかどうかの

実験的解析、③壁画は単色で描くばかりではない。複数

の色を混ぜたi昆色も使う。 i昆色の槌色に関するメ カニズ

ムの解明、@顔料の会IJ落が顔料の新しい}自主?披i歴し、さ

らに槌色守促進する。つまり、顔料ーの争IJ落が壁画全体の

色相や色調を微妙に変化させる ことがある。余IJ落の対策

の研究も重要謀題である。

槌色試験に先立ち、まず従来の古代壁画顔料の同定結

果をもとに し、ま た美術史関辿資料ーなど を参考にしなが

ら、古代に1aわれていたであろうすべての顔料をリス ト
アップした。そして、実際に絵を描〈要領て、方形の和

紙片(縦6cmX検 5cm)に各種の顔料ーを塗 り、試験用の

色見本を作成した。 これらの試験片は、研究室内で暴露

し、槌色状況を観察し、逐次分析する ことにしている。

色見本は、同ーのものぞ 2セッ ト作成し、中国際西省 と

当研究所において恭露し、槌色状況の観察と逐次分析を

おこなう。ま た、②の問題点を究明するため、板に漆l喰

を塗 り、その上に各種の顔料ぞ塗り、和紙の色見本と同

様に槌色試験を実施中である。

わが国における古代壁画の代表例は、奈良県法隆寺金

堂の壁画であろう。 1990年、法隆寺のものとほぼ同時期

の古代寺院壁画が鳥取県上i定廃寺跡から出土した。それ



図E 恵荘太子聖書壁画転写作祭

までは日本の古代仏教壁画の造例は法隆寺金堂壁iTI_ilしか

なく 、数少ない壁i匝|資料の発見となった。 しかしながら、

上淀廃寺の壁画は火災のために熱を受けて変色したもの

であり、 中国の古墳壁画にみられるような、長年月の1I;!j・

空を経て槌色 したものとはよ尽なっている。

槌色した顔料の分析をもと に当初jの色の再現を試みる

ことも、壁画研究には重要なことである。第一段階とし

て、上淀廃寺 I~I~土の壁画片を分析試料として顔料・の同定

守試みた。顔料は熱をうける t変質 し、あるいは消失す

る。上i出発寺出土の壁画片からは、鉄や般化欽;e検出し

た。古代の赤色顔料には、般化鉄を主体にしたベンJゲラ

があり、それは熱をうけても変イヒする ことなく、 '!i定し

た酸化鉄のままである。 :;Ji;、色顔料のうち、鉛丹は葬/¥をう

ける と密陀flqに変化する。したがって、鉛成分を検出す

れば、そ こに鉛丹か密陀憎が存在した ことがわかる。壁

画のモチーフ別に美術史的な観点から検討して、 L、ずれ

かを推定 した。う|りま概発分解して消火するので、 化学分

析をしても主成分の7)<銀な Eを検出する ことはない。し

かし、古代壁画の実例をもとに、あるいは美術史的な兄

地からすると 、た とえば、ヰ11'将似の唇音Il分には朱を猿っ

ている例が多い。被災 した似の唇部分から水銀ぞ検0'1'1し

なヵ・った ことが、逆にう|ミの存在ぞ示 しているという こと

もできる。

被災 したものに限らず、分析化学だけでは壁画のI，il定

表l 古代の使用顔料一覧(山崎一雄氏作成の表に追加)

題類 九州装飾古償 高松嫁 法隆寺 上淀廃寺

ベン3ゲラ ベンガラ ベンガラ
坑、 不純なベンガラ 封之 米

朱 1;) i'r j;¥ n-
j!'i Ilt色tliJ: 世t 1・ b蒋tJ!?と itlq bliSEJFとW:土? 
弘主 緑色宕-Li粉末 t主 IJ t主 ，'j- 総 ζ~j' 

ご9・1ぇ lif. ';・I !伴 IJ !t~ 1'0' 

内 l包色粘土
ィ、 11月

白
トJ也i!';.n良

マlンえカ'ンBよよ物 ! I~ 卦』 !~ 

表2 各種顔料の熱変化
顔料 名 化学成分 火災による変化
ベン:}/ラ R主化t);(Fe，u，) 不変(鉄、酸化鉄)

米j:(S・;紫}411・)1t欽
凶断三行民ヒ主水化量Sit}({H12bg3S0)‘) 拘首ifld花E1lf(PbO}に失変す化

えL 分解し.iri る

b{I待;1;と1作よ) 合ノk一話量酸化化欽鉛(F(EP20b3O11)H20) j水存融分すを失るがい、‘ 変;}j:色色せに変ず化

u IJ 
C鉱u以C物40B名3T-lC-:LiuJ 4R主iFl

酸化第一鋼、問主化第一鋒l
( L(Ofを(-イlL[) 

Ilt'i'j-
(2C鉱1u孟物C』05%314・1c.1災u4被5(2O符銅H鉱)，) 

酸化第一鋼、 R主化ij'í=~罰

I.I~ m ;f， 消失する

II 技般アルミニウム 水分{r~たうが‘外).!.は不変

には限界がある。美術史やiilll家などとの共同作業によっ

てこそ、より確かな分析的研究を可能にする。その{也の

顔料についても 同じように分析し各分野との共同作業

を得て、 上i定廃寺山土壁画については、赤 ・貰 ・紘・背・

1'=1・-!'sの6系統9種類の顔料を同定することができた。

法隆寺金堂壁画ては、金堂が~~HJ1する前 に、顔料の同

定作業がおこなわれてお り、臼 .i)i;、・封 ・緑 .'I~;- ・ 紫 ・

黒色の 7 系統11種類の顔料が確fi.~. さ れている。白色系の

顔料では、白土(珪酸アル ミニウム)・胡粉(炭般カルシ

ウム)の 2種の郎料を同定している。以下、赤色系では

朱(1，硫化水銀)・鈴丹(凹三酸化鉛)・ベンヵーラ (般化欽)

の 3 磁、~&色系で.は黄土(含水酸化鉄) ・ 宿陀僧(一酸化

事件)の 2種、緑色系では岩緑青 (*ML基性炭酸銅)、背色系

では;tn伴者 (塩基性炭般銅)、紫色系では明白ではない
が、何らカ、の混合物である。黒色系ては五s(炭素)が使

用されて いることを'!i(riN忍している。

Fl*の古墳壁|晋|ては、尚松塚古墳の壁iililが有名である。

そのほか、装鮒li古墳にみられる壁同がある。 とくに、 九

州北部地方に装ilfli古墳が集中して存在している。およそ、

5世紀から 6世紀にかけてつくられたものである。これ

らの装飾古墳をはじめ、極彩色の高松塚古墳壁問、法隆

寺金堂壁画、そして、 _h定廃寺I.l'.:[.壁l市lに認められた顔

料金表 lにまとめた。また、表 2には、各種の顔料が熱

を受けた場合の変化を示 して いる。(沢田正昭/宅l¥泌文化財

七ンタ一、田中 琢/所長、町田 章/'I1.l7&，宮跡先制;;1.'.I'tiffll)
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